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研究のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 本研究は，従来の振動制御技術の長所のみを兼ね備えた振動制御技術を開発し，その技術を機器の静音化に役立たせようとい

うものである。つまり，アダプティブ振動制御を付加エネルギなしで実現する方法を開発しようというものである。こ

れを実現するために，チキソトロピーを有する流体をダンパに用いることを提案した。
  

研究結果 

 

 

 

 

 

 

 

(1)ダンパがない場合に見られる共振点における伝達力のピークは，チキソトロピー材内蔵ダンパによって小さく抑え

ることができる。スメクタイトゲル（チキソトロピー材）の濃度を高くするほど，共振点における振動低減の効果は

大きい。 

(2)エンジンオイルを内蔵したダンパの場合には，高い振動数領域では右上がりに伝達力が伸び，振動絶縁特性が十分

には得られない。それに対して，スメクタイトゲルを内蔵したダンパの場合には，伝達力は加振振動数に対して右下

がり，もしくは微増するだけであり，エンジンオイルと比較して良好な振動特性が得られる。 

(3)薄肉の鉄板（1200×900×3.2mm）に回転アンバランス質量が取り付けられた系において，チキソトロピー材内蔵ダ

ンパの使用によって，15dB 程度の騒音低減の効果が得られた。 

 

今後の課題 

 

 

 

 

 

 

 

製作した実験装置により，チキソトロピー材内蔵ダンパを有する振動系の特性を検討した。その結果，チキソトロ

ピー材内蔵ダンパによって共振点での伝達力が低減できるとともに，高い振動数領域においてオイルダンパよりも良

好な振動絶縁特性が得られることを示した。また，その効果が騒音レベルに反映し，良好な騒音特性が得られること

を示した。 

今後は，シリンダ，ピストン形状と振動絶縁特性との関係を検討し，より良好な特性を得るためにはどのようにダ

ンパを設計したらよいかについて検討する。
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